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令和４年  年 頭 所 感 
 

 

 

一宮商工会議所  

会頭 豊島半七  
令和４年の新春にあたり、謹んでご挨拶申し上げます。 

 

一昨年から世界中で猛威を振るっていた新型コロナウイルス感染症により、人々の生活・経済活動は大

きく変容し又制限され、新たな対応が求められております。我が国では昨年秋から急速に新型コロナウイ

ルスの新規感染者数が減少に転じ、今日まで非常に低水準で推移してきておりますが、オミクロン株の出

現など新たな不安材料もあり、予断を許さない状況です。 

一宮商工会議所の活動に目を向けると、感染者が収まりつつあった昨年秋から冬にかけ、恒例の秋まつ

りイベント「だいだいフェスタ大集合 for Halloween」を可能な範囲で開催するとともに、オンライン配

信を取り入れたコスプレイベント「一宮コスプレ REAL・LIVE ランウェイ＆古川登志夫トークステージ」

や、従来の現地投票に加え WEB 投票を追加した「テイクアウトモーニンググランプリ」、趣向をこらしたイ

ルミネーションイベントを開催しました。特に昨年、本所は創立 100 周年を迎えたことから、記念式典の

開催や、次の 100 年を見据えた新たな取組としてビジネスプランコンテスト「スタートアッププログラム」

を開催したところです。また新年度は愛知県が中心となって進めている国際芸術祭「あいち 2022」の会場

に一宮市も加えられるなど、新たな広域イベントも予定されています。 

一宮商工会議所においては、次の 100 年に向けた最初の年となる令和４年、次の３つの区分に沿って、

以下の重点事業を進めてまいります。 

 

１．中小企業の支援・育成 

・中小・小規模事業者がコロナを克服し持続的な発展ができるよう国等の支援策をきめ細かくサポートし

ていきます。 

・また、コロナ禍により急速に進展した DX（デジタルトランスフォーメーション）について、時代に対応

した IT ツールの導入、デジタル化への移行支援も各種施策を活用し推進します。各種申請のオンライン

化対応やペーパーレス、デジタル化による業務効率化など中小・小規模事業者にとっても避けることが

できない課題と認識し、その支援を行います。 

 

２．地域経済の活性化 

・一昨年、本所次世代産業振興委員会においてまとめられたスタートアップ支援に係る事業計画（令和２

年～４年）に沿って段階的な取組みを進めてまいります。具体的には昨年開催したピッチコンテストの

継続開催、地域の各企業が持つ提供可能な技術や機械設備の調査等に取組み、データベース化、将来的

なマッチングに向けての調査研究を行います。またコンテスト参加者の受け皿としてのコワーキングス

ペースの設置についての調査研究にも取組んでまいります。 

 

３．地方創生と交流人口の増加 

・四季を通して開催している４つのイベント（モーニング、コスプレ、秋まつり、イルミネーション）に

精力的に取組み、交流人口の増加に努めます。 

・特に今年は、一宮市が「国際芸術祭『あいち 2022』」の会場とされ、多くの来訪者が想定されること、ま

た一宮市のまちなかウォーカブル事業も前年に引き続き開催予定であることから、これら事業の会期に

併せ、より集客効果の高い連携事業として取組みを進めてまいります。 

 

そのほか、人材確保や定着の支援を進めるとともに、個店経営の活性化、税制改正への対応、更には中

小・小規模事業者にきめ細かな伴走型支援を行い、販路開拓や生産性向上を支援してまいります。 

最後に、会議所事業に対する会員の皆様方の一層のご支援・ご協力をお願い申し上げますとともに、皆

様にとって本年が輝かしい飛躍の年となるように祈念申上げ新年の挨拶とさせていただきます。 

 

令和４年 元旦 
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令和４年 年 頭 所 感 

 「地域とともに、未来を創る」 
日本商工会議所 

会頭 三村明夫 
 

明けましておめでとうございます。2022 年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。 

昨秋以降、国内では新型コロナ新規感染者数が著しく減少し、本格的な日常生活回復に向けた動きが

加速化する中で新年を迎えられたことを皆さまと共に喜びたいと思います。 

コロナ禍で急激に落ち込んだ経済もようやく回復基調に転じましたが、依然力強さを欠き、業種や規

模により回復度合いが異なる「Ｋ字型回復」の状況が続いています。国民全体を覆う閉塞感を真に打開

するためにも、昨年政府が決定した「新たな経済対策」の着実な実行はもとより、国民が日本の将来に

ついて明るい希望を抱けるような、新たな成長と発展への道筋を明確に示す必要があります。 

第２次岸田内閣の発足以降、政府は「新しい資本主義」を掲げ、「成長と分配の好循環」「コロナ後の

新しい社会の開拓」に向けて議論を重ねてきました。私はコロナ禍を通じて、「強く豊かな国でなければ

有事の際に国民を守ることができない」と改めて認識しましたが、日本を危機に対するレジリエンスを

備えた強い豊かな国にするためには、コロナ禍で明らかになった社会課題の解決と経済成長を車の両輪

として同時に実現することが必要です。 

少子高齢化に向かう人口動態等、様々な構造的課題を抱えるわが国が、社会課題を解決すると同時に

経済成長を図るためには、一国の豊かさを示す総合的な指標である「１人当たりＧＤＰ」の引き上げを

国全体の目標として掲げ、あらゆる分野での生産性向上と潜在成長率の底上げを図る必要があります。

特に、雇用の約７割を占める中小企業の生産性を引き上げることは、ひいてはわが国全体の生産性の向

上につながる重要な課題です。他にも、経済・医療安全保障、成長を支える基盤である人材育成や科学

技術研究への投資、デジタル化の推進、「Ｓ＋３Ｅ」の原則を踏まえたバランスの取れたエネルギー政策

と技術革新等が不可欠です。通商面では、TPP や RCEP の成果を踏まえ、同じ考えを持つ国々との連携を

深めつつ、引き続き日本が自由貿易体制推進において主導的な役割を果たすべきです。 

 こうした課題認識を踏まえ、われわれ商工会議所は本年、特に以下３点について重点的な取り組み

を実行してまいります。 

第一は「デジタル活用による中小企業の生産性向上」です。これまでも幾多の困難を乗り越えてきた

日本の中小企業は、様々な変化に柔軟かつ迅速に対応できる潜在的な変革力を有しています。中小企業

経営へのデジタル活用は、生き残りをかけた自己変革の有力な手段であり、コロナ禍で加速したデジタ

ル化の流れを、業務効率化に留まらず、越境ＥＣ等を通じた販路拡大、さらには業態転換などのビジネ

ス変革にまで広げる経営力向上の柱として強力に支援してまいります。 

第二は「事業再構築、取引適正化等を通じた付加価値の向上」です。商工会議所による伴走型の経営

相談体制の強化により、事業承継や事業の再生・再構築を後押しし、経営の効率化や付加価値創出力の

向上を強力に支援してまいります。また、大企業と中小企業で構成されるサプライチェーン全体で、創

出した付加価値やコストをフェアに分かち合う取引適正化も不可欠です。登録企業が４千社を超えた「パ

ートナーシップ構築宣言」は、官民連携でこれを実現するための有力なプラットフォームであり、今後

は宣言の実効性をより高め、中小企業の付加価値向上、ひいては日本全体の成長力の底上げに寄与して

まいります。 

第三は「地域ぐるみの地方創生の推進」です。東京一極集中と言われますが、実際には一次産業の成

長産業化、インフラ整備を通じた製造業の集積、インバウンド需要の取り込みなどを進めてきた地方圏

の方が、東京圏よりも高い経済成長率を実現しております。コロナ禍を契機としたさらなる地方分散化

の動きもみられる中、政府の「デジタル田園都市国家構想」も踏まえ、こうしたモメンタムを地方創生

の加速化につなげていくことは、レジリエントな日本の国土形成のためにも不可欠です。商工会議所は、

地域総合経済団体として地域の多様な主体との連携を深め、地域ぐるみの地方創生をさらに後押しして

まいります。 

最後に、日本商工会議所は今年で創立１００周年を迎えます。「地域とともに、未来を創る」をスロー

ガンに、次の１００年に向けて、中小企業の活力強化と地域活性化による日本経済の持続的な成長の実

現を目指し、５１５商工会議所と連合会、青年部、女性会、海外の商工会議所とのネットワーク力を最

大限活用し、新しい時代を皆さまと切り拓いてまいりたいと思います。引き続きのご支援、ご協力をお

願いして、私の年頭のあいさつとさせていただきます。 
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次世代産業振興委員会「スタートアッププログラム 2021」 開催（12/5） 

12 月 5 日、次世代産業振興委員会（委員長：青木 俊憲）は、本所大ホールにてビジネスプラン

コンテスト「スタートアッププログラム 2021」を開催しました。 

 「一宮市の地域課題を解決するビジネスアイデア」というテーマに 

応募のあった 36 プランの中から 1 次審査を通過した 8 名によるプラン 

発表が行われ、その審査には、豊島会頭、中野一宮市長をはじめとする 

各分野で知見をお持ちの有識者に加え、ジュニアスタートアッププログ 

ラムで優秀な成績を収められた一宮高校生徒 3 名にもお集まりいただき 

ました。 

厳正な審査の結果、優勝は（株）otta 取締役 広田裕一氏による「みんなで見守る“地域参加型

タウンセキュリティサービス 一宮市タウンセキュリティ構想”」となりました。子供に持たせた

Bluetooth 端末と専用のルーター・スマホアプリとの通信による位置情報の検知で実現する見守り

サービスで、「IoT 技術の活用による、より良い街づくり」のインフラとして期待されています。 

  熱意溢れるコンテストの様子は YouTube にて配信中です。是非ご覧ください。 

 

△会場の様子 

△挨拶をする豊島会頭 

△集合写真 ▷プラン発表の様子 

△YouTube 

ｱｰｶｲﾌﾞ配信中 



 

開催日：2021 年 12 月 9 日 

出席者：15 名 

議題：(1)「若手社員採用の極意～中途採用のノウハウ～」 

         講師：株式会社アドプランナー コンサルタント事業部 

                担当執行役員 植松 精 氏 

(2) 所管事業について 

講演後、辞めていく若者を食い止める方法は無いか等の質疑応答が行われました。(2)の所管事業で

は、今後の人材関連事業案について、各委員より活発な意見がありました。 

 

 

開催日：2021 年 12 月 9 日 

出席者：21 名 

議題：(1)ＳＤＧｓをもっと身近に ～企業経営への活用に向けて～ 

講師：独立行政法人中小企業基盤整備機構 中部本部 

           人材支援部長 兼 中小企業大学校瀬戸校長 佐々木 健 氏 

(2)一宮市ＳＤＧｓパートナー制度について 

(3)コロナ対策 中小企業施策利用状況等 中小企業委員会 所管事業の報告について 

SDGs については、目標設定や取り組む上で、企業の経営課題・経営戦略と SDGs を結びつけながら考 

える、若者を活用し SDGs を企業経営に取り入れていくことが重要であると説明がありました。 
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△挨拶をする上田委員長 

税制人材委員会（委員長：上田 康彦） 

中小企業委員会（委員長：藤原 一弘） 

△挨拶をする藤原委員長 



  
 
 

本所では、「メッセナゴヤ 2021」へ下記４社

と共同出展を実施しました。 

  メッセナゴヤは、国内最大級の異業種交流展

示会です。今年は、新型コロナウイルス感染症

対策の為、リアルとオンラインを組み合わせた

ハイブリッド方式で開催され、リアル展示会で

は、840 社が出展し、36,868 名が来場されまし

た。 

  ２年ぶりのリアル展示会であり、リアル開催

ならではの熱気の中で盛大に行われました。 

 

【開催概要】 

会期日時：令和 3 年 11月 10 日(水)～13 日(土) 

（オンライン 11 月 1 日（月）～19日(金)） 

場    所：ポートメッセなごや・オンライン 

共同出展：㈱志水製作所・㈱鳥越樹脂工業 

内外物産㈱・森保染色㈱ 

 

 
△展示会の様子 

 

出展に至るまでには、鳥巣経営研究所 鳥巣智 

嗣氏(中小企業診断士)を講師に共同出展者勉強

会を合計２回実施し、今年初となるオンライン

展示会の概要や注意点、動画活用、ハイブリッ

ド展示会で考えるべき顧客獲得シナリオ等につ

いて勉強会を開催しました。 

 

 
   △勉強会の様子 

 

  展示会を通じて 4 社合計で約 450 件の名刺交

換が行われ、来場者はもちろん出展者同士でも

受注に向けた商談が実施されています。 
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メッセナゴヤ 2021 に共同出展しました！ 

新たに一宮市が「ものづくり事業者等後押

し支援金」を創設！   

申請期限は（R4.2/18）です！ 

一宮市は新型コロナウイルス感染症の影響によ

り著しく売上が減少しながらも、事業継続のため

に頑張る事業者の皆様に、事業経費の一部を支援

します。 

 

対象者：市内に事業所を有する中小法人等・小規

模事業者・個人事業主など 

 

【対象外となる場合】 

・「愛知県感染防止対策協力金」を受給した事業者 

・令和 3年 8月 1 日以前に事業所が無い場合 

・申請から支援金交付決定時点において営業実態 

が無い場合 

・暴力団叉は暴力団員と関係がある場合 

 

要件：事業者全体の売上の令和 3 年 4 月～9 月分

の合計が前年（または前々年）の同期間と

比べて 30％以上減少していること。令和 2

年 4 月 2日以降に開業された場合は特例が

ありますので、お問合せください。 

 

対象となる事業経費と上限： 

令和 3 年 4 月～9 月のうち任意の 1 月分に

おける、市内事業所分の事業に要した、以

下の支払い済みの経費。合計金額が 5万円

未満は対象外。 

 

対象経費： ①光熱水費（電気料金、上下水道料金、

工業用水道料金、ガス料金）※ガソ

リン代は対象外 

          ②事業に要する地代、家賃 ※地代・家

賃の契約書が無い場合、対象外 

 

上限額：法人３０万円、個人１０万円 

 

申請方法：申請書等は 

市ウェブサイト（下記 QRコード）より 

 

申請期限：令和 4年 2月 18 日(金) 17 時【必着】 

 

問合せ：一宮市 活力創造部 商工観光課 

       「ものづくり事業者支援金」担当 

    ☎：28-9130（ダイヤルイン） 

      平日 9～17 時（12～13 時は除く） 
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（愛知県信用保証協会・広告） 
天地：60mm×左右 170mm 

コロナ禍における飲食店経営者の経営課題解

決を目的に『飲食店経営者のための「with コロ

ナの戦い方」オンラインセミナー』が開催され

ます。with コロナの新たな取組みのヒントにな

る事例紹介もありますので、この機会にぜひご

参加下さい。 

なお、詳細は折込チラシを参照下さい。 

 

日時：令和４年１月 26日（水）14時～16 時 

場所：Zoom ミーティング(お持ちのパソコン、 

      スマートフォン、タブレット端末で参加) 

対象：飲食店を営む方や、飲食店の創業を考

えている方 

講師：（一社）フードアカウンティング協会 

        遠山 恵子 氏 

  共催：一宮商工会議所 

  後援：愛知県生活衛生営業指導ｾﾝﾀｰ・同業組

合連合会 

セミナー概要： 

第一部  基調講演 

          コロナ禍だからこそ実践したい   

飲食店の集客・売上・利益増加策 

第二部  質疑応答 

第三部  ご案内 

 

定  員： 50 名 

参加費：無料 

申込み：①右記 QRコードよりお申込み   

           詳細は折込チラシご参照ください。 

問合せ：日本政策金融公庫一宮支店 

  ☎：0586-73-3131   9 時～17 時（平日のみ） 

   

日本公庫主催 飲食店経営者向け 

「経営課題解決オンラインセミナー」 

受講者募集！ 

本所では、会員事業所の魅力を一般・ビジネス

向けに PR する動画まとめサイト「Ichimy」を立

ち上げます。(1 月中旬公開予定。) 

一宮に住む人・事業を営む人(会社)との繋がり

を豊かにする会員事業所の「イチオシ」PR 動画

をぜひご覧下さい。また、各社ページには SNS 情

報やメールアドレスが掲載されており、双方向に

連絡が取れます。 

なお、掲載希望がありましたら随時受付けます

のでお問合せ下さい。 

【サイトイメージ】 

 

 

 

 

 

【https://ichimy.site】 

※本所公式 HPよりアクセスできます。 

 

掲載に至るまでには、スマホで簡単に編集する

方法を学ぶ勉強会を合計２回実施し、アプリ操作

方法、シナリオづくり、撮影方法、素材集め等に

ついて学びました。また、動画制作の初段階であ

るシナリオづくりに関する個別相談会も実施し

ました。 

 

 

 

 

 

△セミナーの様子 

 

会 員 の 魅 力 を 動 画 で 発 信 す る

「Ichimy(イチミー)」動画まとめサイト

をオープンします！ 



 
 
 

■働きながら一級建築士資格を取得 

  内田さんの実家は、祖父の代から続く建築業「竜

廣組」を営んでいます。中学生の頃、父に見せら

れた手書きの建築図面に心を惹かれた内田さんは、

「父から『建築の仕事

の中で一番は設計士だ』

と聞き、そこから目指

し始めました」と話し

ます。 
  一宮北高校から建築

専門学校に進んだ内田

さんは、卒業後就職し

た建築会社や家業の手

伝いを通じて職人としての経験を重ねていく中で、

一級建築士の資格を取得。そして「それまでは現

場仕事しか知らなかった」内田さんは、修業のた

めにいくつかの設計事務所で勤務し、「住宅の設計

施工を専門で手掛けたい」という思いを実現する

ため、2006 年に「竜廣設計室」を開設します。 
■転機となったドイツ視察 

  独立時は「結婚して小さな子供もおり、貯えも

少なく不安も大きかった」と振り返る内田さんで

すが、開業届を出した翌日、以前就職を断られた

工務店から手伝いの依頼をもらい「ご縁をいただ

き、どうにか食いつなげました」と振り返ります。

また、同級生から自宅の設計依頼も入るなど少し

ずつ仕事が軌道に乗り、直接受ける仕事だけでも

手いっぱいとなってきた 2011 年、従業員を採用

するとともに法人化します。 
  デザイン性の高い住宅設計を得意としていた内

田さんですが、2013 年に参加したドイツへの視察

旅行が大きな転機となります。「環境先進国のドイ

ツでは、いかにエネルギーを使わない建物かが、 
 
 
 
 
 
 
 

家づくりの重要な基準。賃貸住宅でも、冷暖房に

かかる光熱費を部屋ごとに明記させるなど、規制

も厳格でした」と内田さん。「それまではデザイン

ばかり気にしていましたが、無駄なエネルギーを

使わない機能性のある住宅を作りたいと、考え方

が大きく変わりました」。 
■ポイントは『窓・断熱・給湯・換気システム』 

  現在、内田さんが設計時に重視するポイントの

ひとつが建物の断熱性。中でも「壁や床より窓か

らの熱の出入りが最も大きい」ため、北欧樹脂製

の 3 枚ガラスを標準設計に採用しています。国産

のアルミペアガラス

に比べて断熱効果は

数倍も高く、一方で価

格差はほぼ無いそう

です。そしてコンピュ

ータを使った日照シ

ミュレーションも必

ず行って、適切な庇

（ひさし）の大きさも

検討。また、自然エネルギー活用の観点から太陽

熱温水器の導入も推奨しています。 
「お客様には、お金をかけるポイントは『窓・断

熱・給湯・換気システム』の順番でと提案してい

ます」と内田さん。打ち合わせに半年・施工に半

年と、約 1 年

がかりで施主

と作り上げる、

デザイン性と

夏は冷気・冬

は暖気を逃さ

ない機能性を

両立した住宅

には、内田さ

んの知識と思いが込められています。 
  断熱性を体感できる建物でのカフェ経営や、服・

雑貨・家具のデザイン・販売を行う EC サイトの

運営など「衣食住すべてを手掛けていきたい」と

いう内田さんの夢は、これからも広がっていきま

す。

～環境先進国から学んだ 

高機能住宅を提供～

株式会社竜廣設計 

「デザイン性と機能性とが融合した住宅を設計・提供していきます」と話すのは、浅井町にある株式

会社竜廣設計の代表取締役・内田博樹さん。内田さんにお話を伺いました。 

▲内田博樹さん 

 

代表者：内田 博樹  設  立：2011 年 4 月 

所在地：一宮市浅井町河端字柳下 8-1 

T E L：0586-64-9073 

時  間：9 時～18 時 

定休日：お盆、年末年始 

U R L：http://www.tatsuhiro.jp/ 

▲自宅兼事務所には内田さんの 

  設計思想が反映されている 

▲窓には断熱性に優れた 

  3 枚ガラスを標準採用 

8 



 



【開催日】令和４年１月１５日(土)、１６日(日) 

【会 場】JR・あいの風とやま鉄道 高岡駅周辺および中心商店街 

【問合先】まちづくり会社・末広開発㈱ TEL0766-20-0555  

【Ｈ Ｐ】高岡ストリート https://www.takaoka-st.jp/ ※情報を随時更

新 

   
 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一宮商工会議所・高岡商工会議所交流事業 

【お問合せはこちら】 
〒933-8567 富山県高岡市丸の内 1-40 
TEL 0766-23-5000／FAX0766-22-6792／✉takaoka@ccis-toyama.or.jp  
HP：http://www.ccis-toyama.or.jp/takaoka  

情報交流コーナー 

高 岡 商 工 会 議 所 

このコーナーは、本所と友好関係にある高岡商工会議所の産業や

季節のイベント、グルメ情報などを四半期に一度、紹介しています。 

The TAKAOKA Chamber of Commerce and Industry

高岡ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ 
家持くん、利長くん 

一宮ﾓｰﾆﾝｸﾞ 
ｷｬﾗｸﾀｰ ｲﾁﾓ 

第 ３ 6 回 

日本海高岡 

な べ 祭 り 
 

高岡の冬の風物詩、日本海高岡なべ祭りの時期が近づいてまいりました！今回はコ

ロナ対策として形を変えて開催します。ご当地グルメが一堂に会するイベントとな

っております。是非、皆様のお越しをお待ちしております。 

県内外の美味しい 

ご当地お鍋が大集合！ 

人気のお鍋は毎年 

長蛇の列になります。 

－今年は現金販売のみです－ 

数量限定・時間限定 

無くなり次第終了します 

具沢山のお鍋で 

お腹も心も満たされる

こと間違いなし！！！ 

※会場によって提供される

鍋の種類が異なります。 
ホームページに掲載される

チラシを確認してお越しく

ださい。 

県内外の特産品や 

B 級グルメも同時に 

楽しむことができま

す。 

※天候や提供元の事由により、

提供される鍋等に変更が出る場

合があります。 
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令和３年分 所得税の確定申告のご案内 

自宅・事業所から e-Tax で申告ができます 

令和 3年分の確定申告を予定されている方へ 

確定申告書の作成・送信は、国税庁ホームペー

ジの「確定申告書等作成コーナー」を是非ご利用

ください。 

e-Tax では、税務署に出向くことなく、インタ

ーネットを利用して所得税、消費税、相続税、贈

与税などの申告や法定調書の提出、青色申告の承

認申請などの各種手続を行うことができます。 

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー

ナー」では、画面の案内に沿って金額等を入力す

るだけで、所得税、消費税及び贈与税の申告書や

青色申告決算書・収支内訳書等の作成・e-Tax に

よる送信（提出）・印刷ができます。また、自動

計算されるので計算誤りがありません。 

  申請にあたり、マイナンバーカードか最寄りの

税務署で ID・パスワード取得することで利用で

きます。 

 

問合せ（e-Tax 使い方）：ヘルプデスク 

         ☎：0570-01-5901 

申告書作成の不明点等問合せ：一宮税務署 

  ☎：72-4331 

 

令和５年１０月１日よりインボイス制度 

（適格請求書等保存方式）が導入されます 

「インボイス制度」とは、売手が買手に対し

て、正確な適用税率や消費税額等を伝えるもの

です。 

インボイスの記載事項 

 

① 適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び

登録番号 

② 取引年月日 

③ 取引内容（軽減税率の対象品目である旨） 

④ 税率ごとに区分して合計した対価の額 

  （税抜き又は税込み）及び適用税率 

⑤ 税率ごとに区分した消費税額等 

⑥ 書類の交付を受ける事業者の氏名又は名称 

 

現行の「区分記載請求書」に「登録番号」、「適

用税率」「税率ごとに区分した消費税額等」の記

載が追加されたものをいいます。 

 

問合せ：消費税軽減税率・インボイス 

制度電話相談センター 
☎：0120-205-553  9 時～17 時（平日のみ） 

確定申告等 

作成コーナー 

 

動画で見る 

確定申告 

 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 月 13 日（木） 新年賀詞交歓会・新年記者会見 

1 月 19 日（水） 次世代産業振興委員会 

1 月 25 日（火） 女性会臨時総会・新年懇親会 

2 月 28 日（月） 正副会頭会議・常議員会 

3 月 4日（金） 日銀名古屋支店長経済講演会  

 
※掲載情報は、12 月 20 日現在のものです。 

※新型コロナウイルス感染症の状況により事業内容を見直しする場合があります。 
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一宮市 SDGs パートナー制度を開始！ 

パートナー・サポーターを募集しています 

一宮市が中心となり、本所と尾西商工会、木曽

川商工会の 4 者は、連携して市内の企業・教育機

関・団体等の SDGs 達成に向けた取組みをより活

性化するため、「一宮市 SDGs パートナー制度」を

創設しました。 

この制度は、パートナーの取組みを広く周知

するとともに、パートナー同士の交流や連携を

促し、SDGs の達成と一宮市域の課題解決に向け

た取組みを推進することを目的としています。 

詳しくは同封のチラシをご確認ください。 

 

問合せ：総務部 

☎：72-4611 

企業紹介番組『未来イノベーション』  【放送時間】毎日 9:30～/16:30～/19:30～他 

1 月は下記の通り 2社をご紹介します。 
 

「株式会社一宮福祉サポート」 1月 1日（水）～15 日（水） 

「時田毛織株式会社」 1月 16 日（木）～31日（金） 
 

★番組にご出演希望の企業さまは下記までお問い合わせください。 

ケーブルテレビ ICC からのお知らせ 

 

 

株式会社一宮福祉サポート 

時田毛織株式会社 

 

～ご入会ありがとうございました～ 

事 業 所 名 所 属 部 会 名 

（株）サーフゲイト 

S.K.Works 

（株）クラシス 

（株）Hestia 

（株）大和商会 

横井プランニング一級建築

士事務所 

（株）ケーアイ・システム 

（有）アール・イー・アール 

佐藤哲也公認会計士事務所 

Next 朝日（税） 

（同）N Life 

こころ 

（株）識学 名古屋支店 

BINDI 一宮店 

焼肉家けんちゃん 

物 流 ・ 情 報 部 会 

土 木 建 設 部 会 

土 木 建 設 部 会 

土 木 建 設 部 会 

土 木 建 設 部 会 

土 木 建 設 部 会 

 

機 械 工 業 部 会 

金 融 ・ 理 財 部 会 

金 融 ・ 理 財 部 会 

金 融 ・ 理 財 部 会 

文化・サービス部会 

文化・サービス部会 

文化・サービス部会 

文化・サービス部会 

文化・サービス部会 
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大樹 広告 


